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「や あ、 あなた も …… ご と、 藤 木 博士。 

「や あ、 あなた も …… ご と、 私。 

これ は 脚本 風に 書く と、 時 は 明治の 末年、 秋の 宵。 

場所 は 広 島 停車場 前の 旅館。 登場人物 は 藤 木 理学博士、 

四十 七、 八 歳。 私、 新聞記者、 三十 二 歳。 

わたし は 社用で 九州へ 出張す る 途中、 この 広 島の 支 

局に 打合せ をす る 事が あって 下車した ので ある。 支局 

では 大手 町の 旅館へ 案内して くれたが、 その 本店に は 

多数の 軍人が 泊り 合せて いたので、 さらに 停車場 前の 



「は あ。 お 邪魔に 出ます ご 

川ば たの 散歩 はやめにして、 わたし は 直ぐに 博士の 

あとに 付いて ゆく と、 廊下 を 二度 ほど 曲った 所に ある 

八 畳の 座敷で、 障子の 前の 縁先に は 中庭の 松の 大樹が 

眼 隠しの ように 高く そびえて いた。 女中 を 呼んで 茶 を 

かきょうかん 

入れ換えさせ、 ここの 名物 柿 羊羹の 菓子 皿 を チヤ ブ台 

に 載せて、 博士 は 私と 差 向いに なった。 今晩は 急に 冷 

えてまい りました と、 女中 も 言って いたが、 日が 暮れ 

てから 俄かに 薄ら寒く なった。 その 頃 わたし はちつ と 

よさむ 

ばかり 俳句 を ひねくって いたので、 夜寒の 一句 あるべ 

きと ころな どと も 甲3 つ た。 



は 九州の 生れで はあり、 殊に 旅行 は 好きの 方で あるか 

ら、 学生時代 にも 随分 あるき 廻りました。 その後 も郷 

里へ 帰省す るた びに、 時間の 許す かぎり は 方々 を 旅行 

したので、 九州の 主なる 土地に は 靴の 跡 を 留めて いる 

という わけです。 あなた は 今度の 旅行 は 本線 だけで、 

佐 賀ゃ長 崎の 方へ お廻りに なりません かご 

「時間が あれば、 そっちへ も 廻りたい と 思って います。 

それに、 M の 町に は 私の 友人が 旅館 を 営んで いるので、 

つ いでに 尋ねて 見たい とも 考えて いるので すが …… ご 

「M の 町の 旅館 …… 。 なんという 旅館です かごと、 博 

士は 何げ ないように 訊いた が、 その 眼 は 少しく 光って 



いるよう にも 見られた。 

「s という 旅館です。 停車場から は 少し 遠い 町はずれ 

にある が、 土地で は 旧家 だとい うこと で …… 。 その 次 

男 は 東京に 出て いて、 わたしと 同じ 学校に いたので 

すご 

「その 次男と いう 人 は 国へ 帰つ ている のです かご 

「わたしと 同時に 卒業して、 東京の 雑誌 社な どに 勤め 

ていたので すが、 家庭の 事情で 帰郷す る ことにな つて、 

今では 家の 商売の 手伝い をして います ご 

「いつごろ 帰郷した のです かご 

それから それへ と追窮 する ような 博士の 態度 を、 わ 



たし は 少しく 怪しみながら 答えた。 

「五 年 ほど 前です ご 

「五 年 ほど 前 …… ご と、 博士 は 過去 を 追想す るよう に 

言った。 「わたしが 泊まった の は 七 年 前 だから、 その 

頃に はま だ 帰って いなかつ たのです ね ご 

「じゃあ、 あなた も その 旅館に お 泊り になった 事が あ 

るんで すか ご 

「あります ご と、 博士 はうな ずいた。 「その 土地に 流 

行す る 一 種の 害虫 を 調査す るた めに、 一 力 月 ほど も M 

の 町に 滞在して いました。 その あいだに 近所の 町村へ 

出張した こと も ありまし たが、 大抵 は S 旅館 を 本陣に 



ふたり は 暫く 黙って 雨の 音 を 聴いて いたが、 やがて 

博士 は 又 しずかに 言い出した。 

「あなた は S 旅館の 次男と いう 人から 何 か 聴いた こと 

があります か、 あの 旅館に からんだ 不思議な 話 を… 

…ご 

「聴きません。 S 旅館の 次男 —— 名は芳 雄と いって、 

私と は 非常に 親しくして いました が、 自分の 家に つい 

て 不思議な 話 なぞ を かって 聴かせた ことはありません 

でした。 一 体 それ はどうい う 話です ご 

「わたし も 科学者の 一 人で ありながら、 真面目で こん 

な こと を 話す の も いささかお 恥 かしい 次第で あるが、 



いつわ ま 

とにかく これ は噓 偽りで ない、 わたしが 眼の あたり 

に 見た 不思議の 話です。 S 旅館 も 客商売で あるから、 

こんな ことが 世間に 伝わ つ て は 定めて 迷惑す るだろう 

と 思って、 これまで 誰に も 話した こと は 無かった ので 

すが、 あなたが その 次男の 親友と あれば、 お 話 をして 

も 差支え は 無かろう かと 思います。 今 もい う 通り、 そ 

れは 不思議の 話 —— まあ、 一種の 怪談と いっても いい 

でしよう。 お聴きになります かご 

「どうぞ 聴かせて 下さい ご と、 わたし は 好奇の 眼 を か 

が やかしながら、 問い 迫る ように 相手の 顔 をみ つめた。 

話の 邪魔 をすまい とする のか、 表の 雨の 音 はやんだ 



らしい。 ただ 時 どきに 軒 を 落ちる 雨だれが、 何 か を か 

ぞ える ように 寂しく きこえた。 博士 は 座敷の 天井 をみ 

あげて 少しく 考えて いるら しかった が、 下座 敷の 方で 

若い 女が 何 か 大きい 声で 笑い出し たの を 合図の ように、 

居ず まい を 直して 語り 出した。 

二 

わたしが M の 町へ 入り込んで、 S 旅館 —— 仮に 

曽田屋 といって 置こう。 —— の 客と なった の は 七 年 前 

の 八月、 残暑の まだ 強い 頃であった。 大抵の 地方 は そ 



越えて いる。 旧家 を 誇り、 手堅い の を 自慢に している 

此の 旅館の 娘た ちと はどうして もうけ 取れない。 そこ 

あいまい みにく 

らの 曖昧 茶屋に 巣くつ ている 酌婦の たぐいよりも 醜 

あまく さ 

い。 天草 あたりから 外国へ 出稼ぎす る 女た ちよりも 更 

に 醜い。 くどく も 言う 通り、 主人 も 奉公人 もみな 正直 

で 行儀の いい 此の 一家 内に、 どうして こんな だら しの 

無い、 見る から la 蕩 らしい 娘た ちが 住んで いるの かと、 

わたし は 不思議に 思 つ た 位で あ つ た。 

残暑の 強い 時節と いい、 旧盆に 相当して いるせ いか、 

ここらの 旅館に 泊り客 は 少なく、 最初の 二、 三日 は 私 

ひとりで あつたが、 その後に 又 ひとりの 客が 来た。 そ 



書記 をみ かえった。 

「そうだ。 おととしの 夏 ごろから だ ご と、 書記 は 冷や 

うち ふしん 

か に 言 つた。 「あの 家の 普請が 出来 あが つた 頃から だ 

ろう。」 

「あの 家で 普請 をした 事が あるので すか ご 

「表の 方 は 元の ままです が …… ご と、 小 使 は 説明した _ 

「なにしろ 古い 家で、 奥の 方 はだい ぶ 傷んで いると こ 

さきおととし おおあらし 

ろへ、 一昨々 年の 秋の 大風 雨に 出逢った ので、 どうし 

て も 大手 入れ をし なければ ならない。 それなら ばいつ 

そ 取 毀して 建て 換えろ というので、 その 翌年の 春、 職 

人 を 入れて すっかり 取 毀 させて、 新しく 建て直し たの 



すると、 氷 垣 も 結局 降参して、 実は 姉 娘のお 政と は秘 

密の 関係が 無いでも ない が、 妹のお 時と は 何の 関係 も 

ない と 白状した。 この 白状 も 果たして 噓か 本当 か 判ら 

なかった が、 わたし は その 以上に 追窮 する こと を敢て 

しなかった。 

氷 垣が 立 去る と、 入れ 代って 旅館の 番頭が 来た。 こ 

れは氷 垣と は 違って、 見る からに 老実そう な 五十 余 歳 

の 男で あつたが、 その 来意 は 氷 垣と 同様で、 家の 娘が 

途中で 種々 の 御迷惑 を かけて 相 済まない という 挨拶で 

あった。 彼 も ひどく 恐縮して いた。 氷 垣の 恐縮 は それ 

に 一 種の 愛矯 〔# 「愛 矯」 は ママ〕 も 含まれて いたが、 



「どうです。 これ だけの 話で は 格別お もしろ くもない 

でしよう。 S 旅館の 娘 ふたりが 淫蕩の 事実 を 詳しくお 

話しす ると、 確かに 一 編の 小説に なると 思う のです が 

…… 。 いや、 わたしが 聴いた だけの ことで も、 それ を 

正直に 書いたら 発売禁止 は 請け合いです。 いずれに し 

て も、 今までの 話 だけで は、 単に その 娘た ちが 放縦 淫 

蕩の 女であった というに とどまって、 奇談と かいう ほ 

どの 価値 はない のです が、 肝腎の 話 はこれ からです よ。 

あなた は 新聞記者で 第六感が 働く でしよう が、 かの 娘 

たちが 俄かに 淫蕩な 女に 生れ 変った 原因 は どこに ある 

と 思います ご 



立 寄ろう などと 思って、 そろそろ 帰り支度 をして いる 

と、 九月の はじめ、 例の 二百二十日の 少し 前でした。 

おおあらし さきおととし 

二日 ふた 晚も つづいた 大風 雨 …… 。 一昨々 年の 風雨 も 

ひどかった が、 今度の は 更に ひどい。 こんな 大 暴れ は 

三十 年 振り だと かいうく らいで、 町 も 近 村 もお びた だ 

しい 被害でした。 S 旅館 も かなりの 損害で、 庭木 はみ 

んな根 こぎに される、 塀 を 吹き倒される、 家 根 を 吹き 

めくられる という 始末。 それでも、 表の 店の 方 は、 建 

物が 古いだ けに 破損が 少ない。 こういう ときには 昔の 

建物が 堅牢で あると いう こと を、 今更の ように 感じ ま 

した。 それと 反対に 奥の 別棟、 すなわち 家族の 住居の 



しらえ て、 この 天井裏に 隠して 置いた かとい うこと で 

すが …… 。 あなた は 誰の 仕業 だと 鑑定し ます ご 

「朝鮮 だと か琉球 だと かいう 若い 大工で しょうご と、 

私 はすぐ に 答えた。 

「誰の 考え も 同じ ことです ね ご と、 博士 はうな ずいた _ 

「あなたの 鑑定 通り、 それ は 西 山と いう 若い 大工の 仕 

業に 相違ない と、 諸人の 意見が 一致し ました。 娘た ち 

に 術んで、 親方に 殴られて、 それから 三晚 ほど は 外出 

して、 いつも 夜が 更けて 帰って来 たという。 おそらく 

何処へ か 行って、 秘密に かの 人形 を 彫刻して いたので 

さと 

あろうと 察せられます。 そうして、 誰に も 覚られ ない 



確かな こと は 判りません。」 

「そうすると、 その 人形が あった 為に、 S 旅館の 娘 ふ 

たり は 俄かに 淫蕩な 女に 変じた という 訳です ね ご と、 

私 はま だ 幾分の 疑い を 抱きながら 言った。 「そこで、 

その 娘た ち はどうし ました ご 

「娘た ちに は 隠して 置こうと したので すが、 何分に も 

大勢が 不思議が つて 騒ぎ立て るので、 とうとう 娘た ち 

にも 知れました。 しかし その 話 を 聴いた だけで、 別に 

その 人形 を 見せて くれと も 言 わ ず 、 急 に 気分が 悪 い と 

言い出して、 寝込んで しまいました。 ふだんな らば 格 

別、 あらしの 被害で 大手 入れの 最中、 ふたりの 病人が 
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